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アメ'ノカ法の調べ方～法律の背景と文献調査の実践～
山本信男
政機関の規則や審決等がある。
条約やアメリカの裁判所が採択した国際法規範の
一部も第一次資料群に含まれる。
(2)検索トウール(findingtools)
アメリカ法の歴史が始まって以来膨大な量の判決
や制定法ｶざ作られ、 しかもそれらが編年体形式で刊
行されている。そのために、 この膨大な量の法律文
献を検索するためには、 どうしても主題による検索
手段力ざ必要となる。先例拘束性の原理が有効に働く
ためには以前下された判決を簡単に探し出せること
が必要不可欠である。このような検索を可能にする
各種の検索トゥールが現在作られている。すなわち
判例要旨(digest)、注釈(annotation)、引用言
(citator)等である。
コンピュータを使った法律文献検索システムには
WESTLAWとLEXISの2つがある。
これらの検索トゥール自体は第一次法源でもなく
オーソリティもない。
(3)第二次資料
法の原則を叙述し分析している資料は第二次資料
といわれているもので、論文集、法学概論害、 リス
テイトメン (restatement)等である。
適当な第二次資料を見つけ出すためには、 ローラ
イブラリーの各種目録類を使った')法律雑誌記事索
引やその他の書誌類を使う場合ｶざ多い･
1 アメリカ法の特色
世界の法律制度には2つの大きな流れ力ざある。大
陸法系と英米法系である。 ドイ､ｿやフランスを中心
とする大陸法系と呼ばれるものと、 イギリスおよび
アメリカを中心とする英米法系と呼ばれる法律制度
である。英米法系は判例法主義とも呼ばれ、法律制
度維持の基礎を判例に置く制度である。一方わカゴ国
も属する大陸法系は、法律制度の基礎を成文法に置
く制度である。アメリカは、 イギリスと共に英米法
系の中心国である。
また、連邦制をとる国々は、連邦と州の法律制度
が異なる場合ｶぎ多い。わが国のように一国一制度を
とる国とは大いに異なる訳である。例えば、アメリ
カは連邦制の代表的な国である。 したがって、連邦
と州は法律制度が異なる。周知のようにアメリカは
連邦と50の州から成っている国である。この意味は、
アメリカの場合51の法律制度から成る国であり、法
律学上51の法域(juriSdiction)から成る国といわ
れる。連邦および50州には、それぞれ異なる憲法が
あり、裁判制度もそれぞれ固有のものがある。あた
かも1つの独立国のようなシステムである。 このよ
うな独自の法律制度を持つ50州の調和と調整をはか
るために、連邦の法律制度力苛ある。
もっとも時代の進展とともに、連邦と州の関係は
少しずつ変化しているが、基本的には昔も今も変わ
ってはいない。
3 判例集(courtreports)
判例法主義を採っている国々では、裁判所の判決
力欝最も重要な法源の1つとされている。制定法が規
律する範囲は益々広がりつつあるが、裁判所の判決
を収録している判例集はその重要性を依然として保
っている。先例拘束性の原理は、同じ環境にある
人々は同じように法的に取り扱われることを保証す
ることを要求する。判例を調べる道具として、 コン
ピュータを使った検索方法がある。ウエスト社のW
ESTLAWとミード・データ・セントラル社のL
EXISである。
アメリカの裁判制度は連邦および州の双方とも階
2 アメリカ法文献の種類およびオーソリティー
アメリカの法律資料は、それぞれオーソリティー
（典拠価値）が相対的に異なっている。あるものは
拘束力をもっており、あるものは判決を変更する説
得的効力もない。なかには、他の資料を探し出すた
めの道具としてしか使われないものもある◎
アメリカ法文献には、 3つの大きな種類がある。
(1)第一次資料(primarysources)
第一次資料は国家力苛強制力をもっているものであ
る。 このような第一次資料には、上訴裁判所の判決、
立法府が制定した法律、行政府の裁決、および各行
ー
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層構造を成しており、 この組織形態は判例集の内容
にも影響を与えている。
購読者に郵送する。
B.N.A.社のUnitedStatesLawWeekとC・
C.H.社のU.S.SupremeCourtBulletinであ
る。
3. 1. l. 4 コンピユータ検索
連邦最高裁判所が判決を下したのと同じ日に
当該判決を兇ることができるシステムがある。
LEXISファイルのUS-LISTとWES
TLAWのWLB-SCTである。
3． 1． 2 連邦下級裁判所
連邦下級裁判所の公式判例集は、現在発行さ
れていない。
1880年、 ウエスト社は連邦地方裁判所と連邦
巡回裁判所の判決を収録したFederalReporter
の刊行を始めた。 1932年、ウエスト社はFed-
eral Supplementという別の判例集を発行し始
めた。この判例集は、連邦地方裁判所の判決か
ら選び抜かれた判決を登載してお')、以後
FederalReporterは連邦控訴裁判所の判決だけ
を収録するようになった。 このほか1789年から
1880年までの連邦下級裁判所のすべての判決を
収録しているFederal Casesという判例集があ
る。WESTLAWとLEXISの2つのデー
タベースは、連邦下級裁判所判例の重要な検索
トゥールである。 これらを使えば、最新の判決
からFederal Casesに収録されている最古の判
決にまで遡ることができる。これら2つのデー
タベースは最も網羅的な検索トゥールである。
このほかローヤーズ社が発行しているALR
Federalも重要な連邦下級裁判所の判例集であ
る。
3． ’ 連邦裁判所判例集
3． 1． 1 連邦最高裁判所(SupremeCourt of
theUnitedStates)
連邦裁判所組織においては、連邦最高裁判所
が最終審裁判所であり、例年判決を下すのは
150件以下である。
3． 1． l. 1 公式判例集(officialreports)
連邦最高裁判所判例集(U.S.Reports.U.S.
と引用される）は、 1790年民間の私的事業とし
てスタートしたカゴ、 1817年公的なものとなり、
連邦最高裁判所判決の公式版として現在も続い
ている。連邦最高裁判所の各判決は、 まずslip
opinionという形で公刊される。次に公式のad-
vancesheet (preliminaryprintと呼ばれる)、
そして最終的に製本されたU. S. Reportsとし
て公刊される。
3. 1. 1． 2 非公式判例集(unofficialreports)
公式半ll例集の製本版が刊行されるまでには3
年位かかる。 このタイムラグを解決するために
非公式版の判例集力ざ発行されている。
ウエスト社のSupremeCourtReporterとロ
ーヤーズ社のUnitedStatesSupremeCourt
Reports#Lawyers'Edition (LEd. という形
で引用される）である。
SupremeCourtReporterは、 1882年刊行の
U.S.Reports第106巻から始まっている。L.
Ed.は、 1790年以降のすべての連邦最高裁判所
判決を収録している。判例検索の道具として、
ウエスト社のものにはUnitedStatesSupreme
CourtDigestｶざあり、 ローヤーズ社のものには
UnitedStatesSupremeCourtDigest,Law-
yers'Editionがある。
非公式版の製本版判例集のもう1つの特徴は、
starpagingである。このstarpagingとは、非
公式版判例集の判決本文のなかに公式判例集の
該当頁を表示したもので、 これによって直接公
式判例集の本文を引用することができるように
したものである。
3. 1. l. 3 ルーズリーフ資料
判決本文だけを見るためには、ルーズリーフ
資料の方がはるかに早い。これらの資料は、判
決力ざ下された翌日に連邦最高裁判所判決を予約
3． 2 州裁判所判例集
アメリカの州裁判所判例集は、 2通りの形式で発
行されている。すなわち、 1つは公式判例集であり
州裁判所自身ｶぎ発行するオーソリティーのある判例
集である。 もう1つは非公式判例集で商業出版社が
発行しているものである。
3． 2． 1 公式判例集(officialreports)
公式判例集は、登載されているそれぞれの判
決の公式版であり、オーソリティーを持ってい
る。上訴趣意書をはじめとする法律関係文書に
は、必ず公式判例集を引用しなければならない
ことになっている。
しかし、公式判例集の発行は遅く、 したがっ
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